令和元年度第４回
大阪府市公立大学法人大阪評価委員会

議事要旨
１　日時　令和元年12月９日（月）午前10時～
２　場所　大阪赤十字会館　４階　４０１会議室
３　出席委員　馬場委員長、梅田委員、髙嶋委員、田辺委員、平野委員、眞下委員
４　議事内容
（１）公立大学法人大阪　第1期中期目標の変更について
· 事務局から第１期中期目標の変更について説明があり、記載内容について審議が行われた。
· 審議の結果、中期目標の変更内容について、事務局に一部、再検討を求めた。
　　＜主な意見＞
· 「選択と集中」という文言について、高度研究型大学をめざす中にあって、あるべき方向性なのか若干気になるところ。短期中期的に業績を上げていかないといけない企業ですら「選択と集中」はもう新しい考え方ではなくなっている中で、大学がこの考えのもと進めることが果たして適切なのか。
· ２つの大学を統合し、１つの大きな大学にしていくためには、重複した部分があったり、限られたリソースの中で、スクラップ＆ビルドの考え方を用いることは、あながち間違っていないと思う。
· 選択と集中だけがワンセットになると、企業などではトップシェアを取る事業以外は全部排除するといった意味にとられてしまうことを懸念。そうではなく、きちんと限られた資源を有効に活用するとか、ここでの趣旨に合った表現にしてもらえれば良いと思う。
· 「選択と集中の視点、あるいは時代の要請を取り入れながら、学部・研究科を検討する」というような言い方であれば良いのではないか。

· 社会貢献等に関する目標の中に「大阪における産業活性化への貢献」とあり、その下にさらに、大阪の発展に貢献する２つの新機能の中に「大阪産業の競争力強化に貢献」とある。社会貢献の項目の中で産業の活性化を大きな柱として取り入れたいということが、設立団体の目的にあるという理解でよいか。

· 現代システム科学域は、新大学で唯一の学域制ということだが、他の学部と何がどのように違うのかが分かりにくい。
　
以上
